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解　説	

1.  C-BSEおよびL-BSE由来プリオンは、ヒト神経細胞株およびマウス神経細胞株への感染性を有
することが明らかとなった。また、プリオン蛋白質の産生量が高い細胞を用いることで感染効率
の改善がみられた。	

2.  C-BSE由来プリオンに感染した細胞株では持続感染性が確認され、BSE由来プリオンの解析系
として有用であると期待される。	
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ヒト神経細胞株およびマウス神経細胞株におけるBSE由来プリオンの検出	

定型BSE(C-BSE)および非定型BSE(L-BSE)由来プリオンの神経細胞株への感染実験ー方法	

C-BSE由来	 L-BSE由来	

カニクイザル　あるいは　マウス　	
感染材料	

カニクイザル　感染材料	

ヒト神経細胞株	
　　　　　SK-N-SH	
　　　　　SK-N-SH由来プリオン高発現細胞	

マウス神経細胞株	
　　　　　GT1-7	

添加・培養	

継代、プロテアーゼ抵抗性プリオン蛋白質の検出 �

マウス神経細胞株	ヒト神経細胞株	

GT1-7細胞	SK-N-SH細胞	

１、５　非感染細胞	

２、６　正常脳（カニクイザル）の脳乳剤を添加後、継代した細胞	

３、７　C-BSE由来プリオン感染脳（カニクイザル）の脳乳剤を添加	

４、８　L-BSE由来プリオン感染脳（カニクイザル）の乳剤を添加	

９  　　 C-BSE由来プリオン感染脳（マウス）の脳乳剤を添加	

１０　  正常脳（マウス）の脳乳剤を添加	
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SK-N-SH由来	
プリオン高発現細胞	


